
路
面
電
車

私
と
遺
産

先
進
的
な
歴
史
生
か
し
て

札
幌
市
中
央
区
の
富
樫
俊
介
さ
ん
（
61
）
は
、
札
幌

で
生
ま
れ
市
電
を
見
な
が
ら
育
っ
た
。「
中
央
区
南
３

西
５
の
、
市
電
の
線
路
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

所
に
自
宅
が
あ
り
、
市
電
に
は
乗
る
と
い
う
よ
り
見
て

い
た
」

中
学
生
の
こ
ろ
、
遅
刻
し
そ
う
に
な
る
と
市
電
に
乗

っ
て
登
校
し
た
。
頻
繁
に
市
電
に
乗
っ
た
の
は
高
校
の

時
で
、
毎
日
、
す
す
き
の
と
北
24
条
を
往
復
し
た
。

「
市
電
全
盛
の
こ
ろ
。
満
員
で
電
車
に
乗
れ
ず
、
遅
刻

し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
懐
か
し
む
。

首
都
圏
に
進
学
、
就
職
し
た
が
、
71
年
に
札
幌
に
戻

っ
た
。
４
年
前
、
市
電
の
活
用
を
考
え
る
市
民
グ
ル
ー

プ
「
札
幌
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
会
」
に
入
会
し
た
。

札
幌
の
市
電
は
サ
サ
ラ
電
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、
連

結
車
、
婦
人
子
供
専
用
車
の
導
入
な
ど
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。
そ
ん
な
歴
史
を
胸
に
、
富
樫
さ
ん

は
「
今
は
ご
く
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
し
か
路
線
が
残
っ
て

い
な
い
が
、
札
幌
の
名
に
恥
じ
な
い
先
進
的
な
こ
と
を

し
て
ほ
し
い
。
市
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
活
も
い
い
」

と
話
す
。

遠
ざ
か
る

「
チ
ン
チ
ン
」の
音
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路
面
電
車
が
運
行
す
る
街
は
道
内
で
札
幌
、

函
館
だ
け
。
札
幌
市
の
路
面
電
車
は
１
９
１
８

（
大
正
７
）
年
、
そ
れ
ま
で
馬
車
鉄
道
を
走
ら

せ
て
い
た
札
幌
電
気
軌
道
が
開
道
50
周
年
記
念

大
博
覧
会
の
開
催
中
に
開
通
さ
せ
た
。

南
１
条
線
（
南
１
西
15
〜
南
１
東
２
）
停
公

線
（
北
４
西
４
札
幌
駅
前
〜
中
島
公
園
）
南
４

条
線
（
南
４
西
３
〜
南
４
東
３
）
の
３
路
線

５
・
３
キ
ロ
を
、
定
員
26
人
の
車
両
24
両
が
運

行
し
た
。
片
道
６
銭
、
往
復
10
銭
。
人
気
を
集

め
、
し
ば
し
ば
「
満
員
」
の
札
を
掲
げ
て
走
っ

た
。
電
車
の
直
前
直
後
を
横
断
す
る
人
や
軌
道

内
で
遊
ぶ
子
供
も
多
く
、
電
車
が
走
る
時
は
足

踏
み
式
の
警
鈴
（
フ
ッ
ト
ゴ
ン
グ
）
の
「
チ
ン

チ
ン
」
音
が
響
い
た
。

業
績
は
順
調
だ
っ
た
が
、
電
車
の
公
益
的
性

格
か
ら
札
幌
市
は
27
（
昭
和
２
）
年
、
買
収
し

て
市
営
化
。
太
平
洋
戦
争
中
は
節
電
の
た
め
に

停
留
所
が
廃
止
さ
れ
た
り
し
た
が
、
乗
務
員
不

足
を
女
子
挺
身
（
て
い
し
ん
）
隊
員
や
一
般
市

民
の
奉
仕
隊
員
が
運
転
し
て
補
い
、
市
電
は
維

持
さ
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

体
験
運
転
な
ど
触
れ
合
い
事
業

―
―
市
電
の
会

23

遠
ざ
か
る

「
チ
ン
チ
ン
」の
音


